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樹脂上に均一な多層塗膜を持つ製品の生産が求められて
いる。しかし、塗膜中の強化粒子が不均一になるなど、
成膜・乾燥条件の最適化が課題になっている。

多層膜を成膜するための処理条件の最適化27 　依頼試験

課　　題

各成膜・乾燥条件によって作製した試料に対し、目視によ
る外観検査及び走査電子顕微鏡による断面解析を行っ
た。

支 援 内 容

成膜・乾燥条件の検討段階において、中間層に含まれるア
ルミフレークのトップコートへの一部混入が認められた。
これは、乾燥時におけるアンダーコートからの気泡の抜け
が影響したと考えられる。これらの試験結果を踏まえ、条
件の最適化が行われ、安定した生産に繋がった。

成　　果

中間層とアルミフレークが均一に
分散した多層塗膜

佐々木工業株式会社
樹脂塗装　金属塗装　特殊塗装　特殊塗料　その他

http://www.sasaki-ind.co.jp/URL

業務内容

株式会社ヒマラヤ化学工業所
プラスチック製品の製造販売

https://www.himaraya-c.com/URL

業務内容

エアコン用省エネルギー部材 MS-RDK をエアコンに取り
付けることによって気流がどのように変化するか不明で
あった。

エアコン用省エネルギー部材の流体解析29 受託研究

課　　題

エアコンに使われているファンについて３次元スキャンを
行い、これに部材を取り付けた状態をモデル化した。これ
を用いて詳細な流体解析を行った。

支 援 内 容

エアコン内部に入った空気の流れを計算により可視化す
ることができた。風量の落ち込みは非常に少なく、エアコ
ン用ファンの空気が熱交換機を効率的に通過することが
わかった。

成　　果

エアコンに取り付けることによって
気流が変化し電力消費の削減に
繋がる省エネルギー部材

3ms株式会社
環境貢献型商品の開発・製造・販売

https://3ms-inc.com/URL

業務内容

乾燥機の風をコントロールするため、乾燥機内部に構造
物を入れて調整している。その施工は過去の経験則に基
づくものであり、効果を定量的に知る術がなく、設計の
ノウハウに生かし難かった。

乾燥機の風量分布の改良30 受託研究
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課　　題

乾燥機の流速分布のシミュレーションを行い、乾燥機出
口からの流速分布が内部構造物の有無で受ける影響を評
価した。

支 援 内 容

構造物の効果が定量的に把握できた。また、良いパターン
と悪いパターンの特徴が確認できたため、その後の設計
に活用できた。

成　　果

食品、化学品、繊維、窯業系や木質
系の住宅建材などの産業用乾燥機

株式会社荒川製作所
熱処理装置の設計・製作、各種プラント設備工事

http://www.arakawa-mfg.co.jp/URL

業務内容

家庭用品を射出成形で製作する際、ウエルド（樹脂の合
流部）がユーザーの目に付く位置に発生することを避ける
必要があった。

射出成形品における品質の向上28 依頼試験

課　　題

樹脂流動解析ソフトを使用し、成形品における樹脂流動
をシミュレーションすることによりウエルド位置を予測し
た。

支 援 内 容

解析結果から成形品中央部にウエルドとガス溜まりが発
生することが分かった。そのため、製品形状を部分的に変
更し、樹脂の流れを制御することでこれらの問題を解消
し、製品化できた。

成　　果

部屋の壁に掛けて生活用品等を
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アルミニウム合金板は鋼板に比べ1/3の比重であるが、深
絞り性に劣り、割れが発生しやすい特徴を持つ。従来の
割れを抑制する成形法では生産性が悪く、量産に適した
成形法の開発が必要であった。

アルミニウム合金板の深絞り成形技術の開発23 提案公募型研究

課　　題

アルミニウム合金板を部分的に熱処理して軟化させるた
め、プレス成形解析及び熱伝導解析によって最適な加熱
範囲を探索し、熱処理時の板の表面温度及び熱処理後の
硬さ分布を測定した。

支 援 内 容

プレス成形解析及び熱伝導解析の結果から、最適な加熱
範囲を持つ金型を設計し、成形性の良好なアルミニウム
合金板を作製できた。これにより自動二輪用燃料タンク
の試作品の作製に成功した。

成　　果

アルミニウム合金板を深絞り成形した
自動二輪用燃料タンク

株式会社成田製作所
鉄道車輛関係部品、自動車関係部品の製造　等

https://www.narita.co.jp/URL

業務内容

板材のプレス成形時に、材料の歪やスプリングバック等に
よって板材が変形するために、製品の形状を得ることが
できなかった。

板材の摩擦係数測定による最適凹凸テクスチャ技術の研究開発 25 依頼試験

課　　題

金型表面に形状や凹凸深さ等を変化させた微細なテクス
チャを施し、プレス成形で板材に転写した。当所の材料試
験機に取り付けた特殊な治具を用いて、この板材の摩擦
係数を調べた。

支 援 内 容

金型表面の部位に適宜、最適な微細凹凸テクスチャを施
すことで、プレス成形時に板材のスプリングバックを従来
より25％以上低減することができた。

成　　果
プレス成形型におけるプレス板の滑り
止めやプレス板の流入制御を容易に出
来る革新的な微細凹凸テクスチャ加工
技術

フレキシースクラム株式会社
金属の摺動面への微細凹凸テクスチャの施工による表面改質

http://www.flexi-scram.co.jp/URL

業務内容

自動レーザー肉盛り溶接は、手動溶接に比べて熱影響が
大きいため、溶接欠陥が発生しやすい課題があった。そ
こで溶接時のパラメータを見直す必要があった。

自動レーザ肉盛り溶接システムの開発26 提案公募型研究

課　　題

溶接欠陥をなくすために、溶接試験片の断面を評価・分
析し、溶接時のパラメータへのフィードバックを行った。

支 援 内 容

溶接欠陥は溶接速度と深い関係があることが分かり、そ
れを見直すことで溶接欠陥をなくすことができた。インラ
イン・インプロセスで自動レーザ肉盛り溶接を行うシステ
ムの開発に繋がった。

成　　果

インライン・インプロセスで自動
レーザ肉盛り溶接を行うシステム

中日クラフト株式会社
レーザ、めっき加工及び研究開発

https://www.chu-cra.co.jp/URL

業務内容

金型成形加工時の前処理に使うリン酸亜鉛皮膜につい
て、現在非リン化が進められており、複雑な組成の皮膜が
使用されるようになっている。非リン化皮膜の処理浴中の
成分分析は煩雑であり、浴成分の管理法の確立が課題で
あった。

前処理皮膜の浴管理法の開発24 技術相談・指導

課　　題

浴組成を考慮し、不溶成分を含む全組成の同時分析可能
な方法を提案し、研究開発をサポートした。

支 援 内 容

開発された浴分析法により、浴濃度が数値的に管理でき
るようになり、浴の大幅な長寿命化を達成した。また、生
成する皮膜組成の変動に由来するトラブルの低減も達成
された。

成　　果

リン酸フリーの金属の塑性加工用前
処理皮膜

株式会社セレック 潤滑（切削関係）、洗浄業務内容

▲テストピース上の
　塑性加工前処理皮膜

皮膜の顕微鏡像▼
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